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暑さも落ち着いて、だんだん秋めいてきました。長崎の秋は、「長崎くんち」が過ぎると、ぐっと深まる

といわれています。「長崎くんち」は、およそ３９０年の歴史がある長崎伝統の秋祭りです。 新型コロナ 

ウィルスの影響で中止が続いていましたが、今年は４年ぶりに通常開催されました。今月は、「長崎くんち」

の歴史と「おくんち料理」について紹介します。 

 

長崎くんちについて 

長崎くんちは、長崎の氏神「諏訪神社」の秋季大祭で、 

毎年 10月 7～9日の３日間、長崎の町をあげて行われる 

お祭りです。寛永 11年（1634年）に舞子さんが踊りを 

奉納したのが始まりとされています。以来、長崎奉行の 

援助もあって年々盛んになり、昭和 54年には、「国指定 

重要無形民俗文化財」に指定されました。 

今年は、桶屋町の本踊、船大工町の川船、栄町の阿蘭陀 

万歳（おらんだまんざい）、本石灰町の御朱印船、丸山町の 

本踊、万屋町の鯨の潮吹きを奉納しました。 

ほかにも、龍踊（じゃおどり）、龍船（じゃぶね）、太鼓 

山(コッコデショ)などの演し物（だしもの）があります。 

おくんち料理について 

『小豆ごはん』  もち米だけで作る「おこわ」ではなく、うるち米 

        に、小豆（あずき）を入れて炊いたものです。 

 

『更紗汁』     更紗とは、様々な色や模様で染められたインド更紗の 

織物からきた言葉で、ちくわなどを具材に、いろいろ 

な色の食材を使ったみそ汁です。 

 

『煮しめ』     里芋、れんこん、ごぼう、こんにゃく、人参、しいたけなどを 

などを砂糖や醤油などで煮た料理です。里芋は、長崎で 

古くから作られている、赤里芋を使用するのが特徴です。 

 

『ざくろなます』 「ざくろ」という実を使った酢のものです。「ざくろ」 

        は、大きな果樹で 10～11月頃実をつけます。実が 

多いため、子孫繁栄のシンボルとされ、縁起のいい 

食べ物として作られていました。 

 

このほか、「どじょう汁」や「甘酒」などがあります。 

家で作ったり、食べたりすることは少なくなりましたが、おくんちと 

同じように長崎の食文化を大切に受けついでいきたいですね。 

ざくろ 

おくんち料理 

龍踊（じゃおどり） 

長崎伝統芸能振興会 HP より 



すぐにできる 

食品ロス対策① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の食育ビデオは・・・ 

今月の食育ビデオは、「世界食料デー月間について」の内容です。ぜひ、お子さんに感想を聞いて、 

ご家庭でも、食品ロスについて話してみましょう。 

 

＜文責＞第一調理場（時津北小所属）栄養教諭    田中 浩美 

学校栄養職員 永留真由美 

第二調理場（鳴鼓小所属） 栄養教諭    今崎 奈稚 

必要なものだけを 

買おう！ 

すぐにできる 

食品ロス対策③ 

 まだ、食べられるのに捨てられてしまう食べ物のこ

とを食品ロスといいます。日本の食品ロスの量は、年

間で約５２３万トンです。（令和 3 年度推計値） 

１０月１６日は 

世界食料デー 

一般家庭 

約２４４万トン 

食べ残し・賞味期限切

れなど 

食品メーカ  

食品メーカー、飲食店など 

約２７９万トン 

印字ミス・規格外・食べ残

し・賞味期限切れなど 

すぐにできる 

食品ロス対策② 

食材の捨てすぎ

に注意！ 

たのみすぎに 

注意！ 

すぐにできる 

食品ロス対策④ 

残さず食べよう！ 

出典：農林水産省 

食べられる部分まで

捨てていませんか？ 
 

食べられる分だけ

注文しましょう。 

 

 

 
できることから

始めてみよう！ 

 国連によって、世界の食料問題を考え 

る日として制定されました。 日本では、 

２００８年から１０月を「世界食料デー」

月間として、さまざまな団体が情報発信を

おこなっています。 

今、世界では、全ての人が食べられるだ

けの食料は 生産されているのに、９人に１

人が十分に食べられていないそうです。こ

の機会に、食料問題について家族で話し合

ってみませんか。 


